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問
　
今
議
員

　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
次
の
対

策
や
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

①
若
い
世
代
が
流
出
す
る
要
因
は
、

地
元
に
働
く
場
が
な
い
か
ら
で
、
雇

用
対
策
、
後
継
者
対
策
が
最
優
先
と

考
え
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
魅
力

あ
る
思
い
切
っ
た
町
独
自
の
異
次
元

の
支
援
策
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

②
若
い
世
代
の
流
出
を
防
ぎ
、
移
住

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
取
組
は
。

③
人
口
動
態
（
自
然
動
態
・
社
会
動

態
）
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

④
東
奥
日
報
２
月
12
日
付
で
２
０
５

０
年
の
県
内
各
自
治
体
の
推
計
人
口

が
掲
載
さ
れ
た
。
今
後
の
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
実
効
性
の
あ
る
町
の

針
路
、
方
向
性
、
ま
た
、
町
の
将
来

像
は
。

答
　
町
長

①
人
口
減
少
対
策
は
、
も
は
や
一
つ

の
自
治
体
単
体
で
は
解
決
で
き
な
い

問
題
。
子
育
て
支
援
の
充
実
策
、
労

働
環
境
の
改
善
策
、
地
域
活
性
化
と

移
住
促
進
策
、
教
育
・
就
労
環
境

の
改
善
策
等
々
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

総
合
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
と

思
わ
れ
、
国
、
県
、
市
町
村
、
企
業
、

地
域
が
連
携
し
、
持
続
可
能
な
社
会

を
築
く
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
令
和
６
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、

県
外
か
ら
移
住
し
て
き
た
子
育
て
世

帯
が
、
医
療
・
福
祉
施
設
等
で
資
格

に
基
づ
く
業
務
に
就
業
し
た
者
、
ま

た
は
、
医
療
・
福
祉
職
の
資
格
取
得

を
目
的
に
養
成
機
関
に
就
学
し
た
者

を
対
象
と
し
た
、
基
本
額
１
０
０
万

円
の
県
の
移
住
支
援
事
業
を
実
施
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
五
所
川
原
圏
域
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
物
件
登
録
を
進
め

る
、
補
助
金
や
物
件
の
成
約
を
促
す

奨
励
金
等
も
新
年
度
予
算
に
計
上
し

た
。
ま
た
、
若
者
等
の
定
住
促
進
の

た
め
に
実
施
し
て
い
る
家
賃
補
助
や

住
宅
整
備
補
助
金
、
さ
ら
に
新
規
労

働
者
を
雇
用
し
た
町
内
事
業
者
に
対

し
て
の
雇
用
奨
励
金
、
就
労
者
の
能

力
向
上
と
地
元
定
着
を
図
る
た
め
の

資
格
取
得
支
援
は
、
引
き
続
き
来
年

度
も
実
施
す
る
。

③
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
た
令
和
２

年
度
、
自※

１

然
減
と
社※

２

会
減
を
合
わ
せ

て
２
３
４
人
が
減
っ
た
。
令
和
３
年

度
は
、
２
５
１
人
の
減
。
令
和
４
年

度
は
、
２
４
４
人
の
減
。
令
和
５
年

度
は
、
１
６
１
人
の
減
。
ま
た
、
今

後
の
人
口
の
見
通
し
と
し
て
、
令
和

７
年
（
２
０
２
５
年
）
で
は
、
６
２

４
４
人
、
令
和
12
年
（
２
０
３
０

年
）
で
は
、
５
２
７
８
人
、
令
和
32

年
（
２
０
５
０
年
）
で
は
、
２
５
４

７
人
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
と
比
較
す
る
と
、

４
７
９
９
人
の
減
と
な
る
見
込
み
。

※１自然減＝出生者数から死亡者数を引いた数
※２社会減＝転入者数から転出者数を引いた数

わが町のここが聞きたい

人口減少を食い止める
　　　　　対策や取組は問
地域が連携し、持続可能な
社会を築くために取り組んでいく

答

質問者の動画が
視聴できます。

今　　勝吉 議員
こん よしかつ
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わが町のここが聞きたい

④
県
で
は
、
２
０
２
４
年
度
以
降
、

県
の
基
本
計
画
「
『
青
森
新
時
代
』

へ
の
架
け
橋
」
で
定
め
た
７
つ
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
、
様
々
な
施
策
に
取

り
組
む
と
し
て
い
る
。
当
町
も
、
現

行
の
第
２
次
総
合
計
画
の
５
つ
の
施

策
大
綱
に
基
づ
く
27
の
施
策
は
も
と

よ
り
、
国
、
県
、
他
市
町
村
、
企
業
、

地
域
が
連
携
し
な
が
ら
、
新
た
な
施

策
に
も
取
り
組
み
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
特
色
の
あ
る
持
続
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。
人
口
減

少
が
進
む
中
で
、
医
療
、
教
育
、
交

通
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
成
り
立
た

な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

発
想
の
転
換
に
よ
っ
て
は
、
「
過
疎

地
域
」
で
は
な
く
「
少
人
数
社
会
」

と
前
向
き
に
捉
え
る
こ
と
も
大
事
だ

と
弘
前
大
学
大
学
院
の
地
域
社
会
専

門
の
平
井
太
郎
教
授
が
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。
当
町
の
よ
う
な
人
口
減
少

の
激
し
い
「
過
疎
の
町
」
で
は
、
町

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
こ
う
し
た

発
想
の
転
換
も
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

追
良
瀬
バ
イ
パ
ス
の

供
用
開
始
は
い
つ

『
県
は
完
成
目
標
を

２
０
２
７
年
度
に

設
定
』

問
　
今
議
員

　

国
道
１
０
１
号
が
津
波
や
土
砂
崩

れ
等
に
よ
り
車
の
通
行
が
遮
断
さ
れ

る
事
態
が
起
こ
り
得
る
。
そ
こ
で
次

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
追
良
瀬
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
が

重
要
と
思
う
が
、
い
つ
の
時
点
で
供

用
開
始
と
な
る
の
か
。

②
岩
崎
バ
イ
パ
ス
の
着
工
時
期
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

③
工
事
が
思
う
よ
う
に
進
展
し
な
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
進
ま
な
い

要
因
は
何
な
の
か
。

答
　
町
長

①
県
土
整
備
部
に
よ
る
と
、
完
成
目

標
を
２
０
２
７
年
度
（
令
和
９
年

度
）
に
設
定
し
た
と
の
こ
と
。
工
事

完
成
後
、
必
要
な
手
続
き
を
経
て
供

用
開
始
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
③
か
ね
て
か
ら
県
に
対
し
て
バ
イ

パ
ス
化
の
早
期
実
現
を
働
き
か
け
て

き
た
。
国
道
１
０
１
号
は
国
や
県
が
、

年
次
計
画
で
改
良
工
事
を
進
め
て
お

り
、
構
想
か
ら
着
手
、
着
工
、
完
成

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た

手
順
、
克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題
や

予
算
措
置
が
必
要
と
な
る
。
県
で
は
、

こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、
岩
崎
バ
イ

パ
ス
の
着
工
時
期
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
の

こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

防
災
訓
練
が
マ
ン
ネ
リ
化
、防
災
意
識
の
向
上
を

　『
よ
り
実
践
に
近
い
訓
練
で
防
災
意
識

の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
』

問
　
今
議
員

　

日
本
海
側
想
定
地
震
に
よ
る
津
波
は
、
深
浦
町
で
最
も
早
い

到
達
で
６
分
、
津
波
だ
け
で
６
７
０
０
人
の
死
者
が
想
定
さ
れ

る
。
町
で
は
毎
年
５
月
に
防
災
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、

マ
ン
ネ
リ
化
傾
向
に
思
え
る
。
高
齢
者
や
弱
者
に
対
す
る
避
難

対
策
や
体
制
等
に
つ
い
て
、
防
災
意
識
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答
　
町
長

　

避
難
場
所
・
避
難
路
や
防
災
行
政
無
線
の
整
備
な
ど
に
加
え
、

防
災
意
識
の
啓
発
、
円
滑
な
避
難
行
動
な
ど
、
津
波
対
策
を
進

め
る
た
め
、
平
成
30
年
３
月
に
「
深
浦
町
津
波
避
難
計
画
」

を
作
成
し
た
。
ま
た
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
発
生
し
た
場

合
の
浸
水
想
定
区
域
、
津
波
到
達
予
想
時
間
等
が
県
か
ら
示
さ

れ
、
津
波
第
一
波
到
達
時
間
が
一
番
早
い
地
区
で
舮
作
地
区
の

６
分
、
次
に
横
磯
地
区
の
７
分
、
深
浦
本
町
９
分
な
ど
、
か
な

り
の
早
い
到
達
時
間
と
な
っ
て
お
り
、
４
３
６
０
人
の
死
者
・

負
傷
者
、
５
３
０
０
棟
の
建
物
全
半
壊
数
と
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
日
本
海
中
部
地
震
」
の
発
災
日
を
「
深
浦
町
防
災
の

日
」
と
定
め
、
毎
年
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
訓

練
で
、
１
番
大
事
な
の
は
、
地
震
が
発
生
し
た
ら
津
波
が
来
る

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
い
ち
早
く
高
台
に
避
難
し
、
ま
ず
は
命

を
守
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
各
地
区
の
自
主
防

災
組
織
等
が
高
齢
者
や
要
配
慮
者
等
を
前
線
で
避
難
さ
せ
る
訓

練
や
、
停
電
時
の
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
、
よ
り
実
践
に
近
い

訓
練
を
取
り
入
れ
た
い
。

▲︎早期開通が待たれる追良瀬バイバス


